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全
日
本
民
医
連
増
田
会
長
講
演
の
「
コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
の
Ｓ
Ｄ

Ｈ
と
民
医
連
の
可
能
性
（
役
割
）」
が
二
月
十
二
日
開
催
さ
れ
、

約
二
百
七
十
名
が
リ
モ
ー
ト
で
参
加
し
ま
し
た
。

青
森
民
医
連 

学
習
講
演 

開
催

い
処
遇
等
の
元
凶
と
な
っ
て
い
る

新
自
由
主
義
の
本
質
的
問
題
に
つ

い
て
も
大
き
く
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　改
め
て
総
会
方
針
、
評
議
員
会

方
針
、
紹
介
さ
れ
た
文
献
を
も
と

に
継
続
的
な
学
習
を
進
め
、
民
医

連
運
動
を
大
き
く
前
進
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
増
田
会
長
は
、
田
代
会
長
を

は
じ
め
伊
藤
副
会
長
、
相
馬
副
会

長
と
も
親
し
い
間
柄
で
民
医
連
に

結
集
す
る
医
師
団
の
団
結
の
強
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

（
県
連
教
育
委
員
会

委
員
長
／
三
浦
良
成
）

　増
田
会
長
は
、
講
演
の
中
で
「
コ

ロ
ナ
禍
を
歴
史
の
一
大
転
換
点
と
と

ら
え
、
医
療
崩
壊
、
医
療
・
介
護
経

営
の
困
難
が
続
く
中
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
闘
い
、
最
後
ま
で
職
員
の
い

の
ち
と
健
康
を
守
り
抜
く
構
え
の
重

要
性
」
に
つ
い
て
特
に
強
調
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
第
四
十
四
回
総

会
方
針
よ
り
、
平
和
、
地
球
環
境
、

人
権
を
守
る
運
動
、
健
康
格
差
の
克

服
に
挑
む
社
会
保
障
の
改
善
に
つ
い

て
豊
富
な
資
料
、
文
献
に
基
づ
い
て

説
明
さ
れ
、
総
会
方
針
や
評
議
会
方

針
の
全
面
実
践
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
。
気
候
危
機
、
貧
困
と
格
差
の
拡

大
、
医
療
・
介
護
の
担
い
手
へ
の
低

Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
学
習
会

県
連
初

講師　全日本民医連会長　増田　剛 氏



　
演
題
は
全
て
の
法
人
と
医
学
生
か
ら
四
十
一

演
題
と
、
健
生
病
院
の
伊
藤
院
長
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て
特
別
報
告
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
発
表
者
の
職
種
は
医
師
を
は
じ
め

十
一
職
種
と
学
運
交
ら
し
い
多
彩
な
交
流
が
で

き
ま
し
た
。
初
め
て
の
ｗ
ｅ
ｂ
で
慣
れ
な
い
方

が
い
た
こ
と
、
声
が
入
っ
た
り
プ
レ
ゼ
ン
の
切

り
替
え
で
戸
惑
っ
た
り
と
、
少
な
か
ら
ず
ア
ク

シ
デ
ン
ト
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
も
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
評
価
は
五
段
階
の
四
・
二
で
し
た
の

で
、
大
成
功
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
年
十

月
に
は
全
日
本
の
学
運
交
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も

ｗ
ｅ
ｂ
で
開
催
し
ま
す
。
原
稿
作
成
時
点
で
の

青
森
か
ら
の
演
題
数
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
全

国
の
取
り
組
み
を
聴
き
、
交
流
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
す
。
多
く
の
職
員
の
参
加
を
期
待
し
ま

す
。（
学
運
交
実
行
委
員
・
青
森
民
医
連

事
務
局
長
／
佐
藤
真
人
）

　
今
回
初
め
て
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ
た
完
全
ｗ
ｅ
ｂ
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。
不
安
の
あ
る
発

表
者
の
た
め
に
、
各
地
域
で
発
表
会
場
を
設
け
ま
し
た
が
、
多
く
の
参
加
者
が
各
人
で
参
加

を
し
て
い
ま
し
た
。
正
確
な
参
加
者
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
前
集
約
で
医
学
生
の
奨
学

生
含
め
二
百
二
十
三
人
が
参
加
し
、
ア
ク
セ
ス
数
は
百
六
十
七
あ
り
ま
し
た
。

二
〇
二
〇
年
度

第
55
回
定
期
総
会

　印象に残った発表について
•コロナ禍での面会制限の中、終末期患者家族へのニーズ対応がタイミングなど大変なことを知ることが出来た。
現場のナマの声を知ることができ現場の大変さを改めて認識しました。
•産婦人科領域にも理学療法が関わっているということにすすんでいるなと感じました。女性PTが増えたこと
で、更なる領域の拡大が期待できると可能性を感じました。
•精神科通院患者の健診では予定通りに来院できたことや絶食などの指示を守れたことを評価する、とのことで、
自分たちにしてみればあたりまえのことでも、そのような小さなことから認めていくことが大切なのだと知る
ことができました。
•症例で取り上げられていた利用者の褥瘡改善について、野菜ジュースで水分補給を促すことでベッドからの離
床時間を増やし改善傾向が見られたということで、何がきっかけになるか考えさせられた。
•「無低診」は知らない人が本当に多いと思います。「無低診」は大事な事業だと改めて思いました。

　運営で気になった点や、Web開催で参加する上でのご意見など
•Zoomであるが、熱量を感じながら聞くことができた。
•Web開催はとてもすばらしいと思います。何度も行うことでより洗練されてくると思うので多少のトラブル
も成功の素です。
•Webであればスマホとパソコン両方で同時間帯の演題を開き、各ルームで進み具合が違ったので聞きたい演
題を聞くことができた。
•Zoomに慣れていないので参加する側から質問が出にくかったのではないかと思います。操作上はまだ課題
が多い。三密にならないとか、移動時間がない分参加しやすいと思った。

（一部抜粋 ※原文のままです）参 加 者 感 想 を ご 紹 介

ルームD（発表会場）の様子

相馬実行委員長もオンラインで演題発表されました。

ルームAの様子
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学
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催
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　最近の奨学生会議は、地域での新型コロナ感染者発生
状況に伴う各看護学校の講義等状況に合わせて少人数と
し、同じテーマで複数回開催しています。12月～１月は
憲法をテーマに計４回実施しました。相馬さんより、憲
法における人権の大切さや民医連が目指す「無差別・平
等の医療」と日本国憲法との関連についてご講義いただ
きました。参加した学生からは「憲法はとても身近なも
ので、私たちの生活を守ってくれているものだとわかっ
た」「これからはニュースで憲法についての話題が出たと
きに興味をもって見ようと思う」「民医連綱領を理解した
うえではたらくことができるように学びを深めたい」な

どの感想があり、憲
法と民医連綱領の関
係について学びがで
きたようです。憲法
や民医連綱領はこの
先も学習する機会が
たくさんあると思い
ます。しかし学生時代から学習することで、今後民医連
看護師として働くための視点や看護観を培うきっかけに
なったと思います。（津軽保健生協看護介護部看護学生
担当／阿保祥子・成田富子）

　
十
二
月
二
十
四
日
・
二
十
八
日
、
一
月
三
十
日
の
午

前
・
午
後
に
開
催
し
、
市
内
の
高
校
四
校
か
ら
総
勢
四
十

六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
白
衣
に
着
替
え
、
看
護
師
の
一

日
の
仕
事
内
容
や
進
路
・
看
護
学
校
の
特
色
・
奨
学
金
制

度
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
将
来
の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
い
た

よ
う
で
し
た
。
手
洗
い
チ
ェ
ッ
カ
ー
を
使
っ
て
の
手
洗
い
で

は
学
生
さ
ん
は
よ
く
洗
っ
た
と
思
っ
て
い
て
も
、
意
外
と

落
ち
な
い
汚
れ
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
。
担
当
し
た

看
護
学
生
委
員
の
丁
寧
な
指
導
に
「
看
護
師
に
な
り
た
い
思

い
が
高
ま
っ
た
」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
い
つ
の
日
か
、

一
緒
に
働
け
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
！

（
青
森
保
健
生
協
　
本
部
　
看
護
学
生
担
当
／
須
藤
千
夏
）

　
毎
年
春
に
開
催

す
る
「
新
奨
学
生

歓
迎
会
」
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
延
期
に
な
っ
て

い
た
の
で
、Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
で
三
県（
青
森
・

宮
城
・
静
岡
）
を

繋
ぎ
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
奨
学
生
よ

り
「
各
法
人
の
薬

剤
業
務
や
薬
剤
師

さ
ん
に
つ
い
て
知
り
た
い
！
」
と
要
望
が

あ
っ
た
の
で
、
県
連
薬
学
生
小
委
員
が
各
法

人
の
紹
介
を
自
由
形
式
で
行
い
ま
し
た
。

　
奨
学
生
か
ら
は
、「
三
つ
も
の
薬
局
・
病

院
の
話
を
聞
け
て
、
全
然
知
ら
な
か
っ
た
新

し
い
言
葉
も
知
れ
て
か
な
り
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。」「
参
加
し
て
い
た
薬
剤
師
さ
ん
が
す

ご
く
か
っ
こ
よ
く
見
え
た
の
で
、
あ
ん
な
ふ

う
に
な
れ
る
よ
う
に
苦
し
く
て
も
勉
強
を
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
！
」
と
嬉
し
い
感
想

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
参
加
し
た
職
員
か
ら

も
「
奨
学
生
の
顔
を
見
れ
て
安
心
し
た
」「
見

学
し
に
来
て
く
だ
さ
い
、
待
っ
て
ま
す
！
」

と
、
奨
学
生
と
の
距
離
が
以
前
よ
り
も
近
く

感
じ
た
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
宮
城

県
連
担
当
者
か
ら
は
「
素
晴
ら
し
い
取
り
組

み
な
の
で
、
す
ぐ
参
考
に
し
ま
す
。」
と
言
っ

て
い
た
だ
き
、
終
始
学
び
な
が
ら
も
『
心
の

繋
が
り
を
感
じ
た
時
間
』
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
頃
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
授
業
が
学
生
に

ど
れ
く
ら
い
ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
を
感
じ
さ
せ

る
か
を
、
こ
の
機
会
に
職
員
も
少
し
だ
け
実

感
し
、
職
員
全
員
で
改
め
て
奨
学
生
に
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

（
青
森
民
医
連
／
山
口
理
香
子
）

2020年度

12月・１月奨学生会議
憲法って何だろう？ ～日本国憲法と民医連綱領～

高校生の笑顔がはじける、
　　　　 高校生看護体験を再開！

Ｚｏｏｍを活用して県連薬学奨学生歓迎会開催Ｚｏｏｍを活用して県連薬学奨学生歓迎会開催Ｚｏｏｍを活用して県連薬学奨学生歓迎会開催Ｚｏｏｍを活用して県連薬学奨学生歓迎会開催

　12月・１月の奨学生会議は県連教育委員会相馬小百合さんに講師
をお願いして憲法と民医連綱領をテーマに学習会を行いました。アクリル板を使用して感染対策しました

マスクをしてもはじける笑顔が伝わります！

注射詰め体験の様子

わかりやすい資料で
憲法を身近に感じることができる講義でした。

冬の高校生
看護体験会

青森保健生活協同組合

開 催

　2020年春・夏とコロナウイルス感染拡大防
止のため中止していた高校生看護体験を、感
染対策を講じ、青森保健生活協同組合本部で
半日間・１校ずつ少人数制で再開しました。

　12月14日（月）18：00～19：40　青森県連薬学奨学生会議を開催しました。薬学奨学生７名、県連薬学生小委員
８名、宮城県連薬学生担当者２名、計17名で開催しました。
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フ
ァ
ル
マ
制
度
教
育

全
世
代
型
社
会
保
障
の
問
題
点

　社
会
保
障
制
度
の
成
り
立
ち
や

内
容
を
お
話
し
さ
れ
、
社
会
保
障

制
度
は
何
の
た
め
に
誰
の
た
め
に

あ
る
の
か
を
学
習
し
ま
し
た
。
社

会
保
障
と
は
国
家
が
す
べ
て
の
国

民
に
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障

し
、
生
活
の
安
定
を
図
り
、
社
会

的
公
平
を
図
る
こ
と
で
す
が
、
今

の
政
治
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
す

べ
て
自
己
責
任
に
し
、
国
民
に
良

く
と
ら
え
て
も
ら
お
う
と
言
葉
を

変
え
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま

す
。
今
の
政
府
は
、
選
挙
の
投
票

率
を
上
げ
な
い
よ
う
操
作
し
て
い

る
こ
と
に
も
驚
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
政
府
は
ど
の
よ
う
に
国
民

の
た
め
を
思
い
・
動
く
の
か
を
見

て
実
感
さ
せ
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。
今
の
政
治
家
を
選
ん
だ
の
は

国
民
で
す
。
選
挙
を
『
な
ん
と
な

く
・
行
っ
て
も
行
か
な
く
て
も
一

緒
』と
思
う
の
で
は
な
く
、間
違
っ

た
考
え
を
持
っ
た
政
治
家
を
選
ば

な
い
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
が

政
治
に
興
味
を
も
ち
選
挙
に
行
き

投
票
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
税
金
の
使
い
道
は
政
治

家
次
第
で
す
。

（
藤
代
薬
局
／
三
上
菜
美
）

北海道・東北地協新人薬剤師学習交流会
コロナ禍での今年度初の新人薬剤師研修開催コロナ禍での今年度初の新人薬剤師研修開催コロナ禍での今年度初の新人薬剤師研修開催

　サリドマイド薬害は1960年前後に、サリドマイドの
副作用により、世界で約１万人の胎児が死産や、四肢、
聴覚、内臓などに障害をもつといった被害を受けた薬
害事件です。自身もサリドマイド薬害の被害者でおら
れる佐藤先生の講演は薬害の悲惨さがよく伝わるもの
でした。その中でサリドマイド薬害が過去の話となり
風化が問題になっているということを学びました。こ
うした薬害を風化させないためにまずは我々薬剤師が
今回の講演を忘れずにいることが大切だと感じました。
　私は今回の講演を聴き、さらにほかの参加者との交
流を通して改めて思ったことがあります。それは日々
の服薬指導の中で副作用などの有害事象を患者さんが
被っていないかを常に確認しなければならないという

ことです。これから多くのことを学び、こうした副作
用モニタリングを確実に行える薬剤師になりたいと思
います。 （あおもり協立病院　薬局／中村拓紀）

　１月16日（土）、Zoomにて2020年度北海道・東北地協新人薬剤師学習交流会を開催し、青森県連からは７名
が参加しました。学習の内容は佐藤嗣道先生の「サリドマイド薬害」についてでした。

県 連 事 務 局 人 事 往 来

さいか み さえ

葛西 美冴着任

（健生病院サポートセンター⇒青森民医連弘前事務所）（健生病院サポートセンター⇒青森民医連弘前事務所）

　１月１日付けで県連弘前事務所に着任いたしました、葛西美冴と申します。 
　これまでは、津軽保健生協本部組織部、健生病院サポートセンターで組合員関係の業務を
担当しておりました。医学生担当は未経験の為、また一から学んで行きたいと思います。
　至らない点もあるかと思いますが、一日でも早く貢献できるよう精進してまいります。 
よろしくお願い致します。

2020年度

二
〇
二
〇
年
度

　
二
月
五
日（
金
）、
フ
ァ
ル
マ
制
度
教
育「
全
世
代
型
社
会
保
障
の
問

題
点
」を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
佛
教
大
学
の
岡
崎
祐

司
教
授
を
迎
え「
分
断
・
対
立
・
自
己
責
任
の
全
世
代
型
社
会
保
障
か
ら

連
帯
と
人
権
の
社
会
保
障
へ
」を
テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当日の様子

交流集会の様子
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　二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
は
奨
学
金
パ
ン
フ
な
ど
の

資
料
配
布
を
し
、
二
十
六
日
に
は
面
接
の
終
わ
っ
た
受

験
生
に
声
を
か
け
、
奨
学
金

や
新
入
生
歓
迎
企
画
の
興
味

の
有
無
を
聞
き
な
が
ら
宣
伝

し
ま
し
た
。
実
施
し
た
三
日

間
、
晴
天
だ
と
思
い
き
や
一

時
的
に
激
し
い
雨
や
吹
雪
に

遭
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
最

後
の
最
後
ま
で
粘
り
、
奨
学

金
資
料
は
昨
年
よ 

り
二
部

多
い
四
百
五
十
一
部
の
配

付
、
二
十
六
日
の
対
話
ア
ン

ケ
ー
ト
は
昨
年
よ
り
十
一
名

多
い
百
八
十
一
名
と
対
話
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
対
話
中
に
「
奨
学

金
の
話
を
聞
き
た
い
で
す
」
と
い
う

方
も
複
数
お
り
、
弘
前
事
務
所
で
の

個
別
説
明
に
つ
な
げ
ま
し
た
！

　こ
の
大
運
動
期
間
に
県
連
内
事

業
所
か
ら
合
計

で
二
十
六
名
の

職
員
の
応
援
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
寒
い
中
、
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
県
連
医
学

対
で
は
将
来
を
担
う
青
森
民
医
連

の
医
師
確
保
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
青
森
民
医
連
／
下
村
博
央
）

　弘前市の田園風景が広がる所に当事業所があり、就労支援事業として国産小麦と天然酵母
を使用したパンの製造販売を行い、地域の皆様にご利用いただいております。
　敷地内でヤギを２匹飼育しており、お客様が近くで見られるようなっています。１匹は名前をモ
モ、パン屋の店長で９歳になります。もう１匹はミミ、パン屋の店員で８歳になります。癒しと宣
伝が仕事です。（パンが）『ウメェー』と鳴いています。
　モモは食欲旺盛でニンジンが大好物です。体格も良く、首を振りながら走るポーズは見ごたえが
あります。ミミは普段のんびり屋で大人しい感じですが、いざ走る時はすばしっこい動きを見せます。
どちらも人懐っこいので、お客様が顔を出すと喜びます。
　冬は小屋の中で過ごしており、ウトウト寝ていたり、エサを食べたりとゆったり過ごしています。春になると、小屋の外に出て

散歩しているので間近に見ることができます。ぜひミミとモモに会いにお越し下さい。
（社会福祉法人・花 つかのファーム／工藤貴光）

です。「もう無理だ…」と思うような場面でも最後ま
で諦めずに前を向いて取り組むことで、可能性を見出
せるのだということが表現されていると思います。こ
れはスポーツに限らず仕事や学業など様々な場面・状
況にも共通する考え方だと感じています。
　子どもから大人ま
で幅広く楽しむこと
ができる作品です。
笑いあり涙あり、時
には胸が熱くなる青
春の物語となってい
ます。お家時間が増
えた今こそ、一度手
に取ってゆっくりと
読んでみてはいかが
でしょうか。

（健生病院　リハビリ
テーション科

／工藤聖悟）

　ご存じの方も多くいらっしゃるのではないかと思い
ます。今年新作映画も公開されることで話題にもなっ
ている「SLAM DUNK」。主人公の不良少年がバスケッ
トボールと出会い仲間とともにプレイヤーとして、人
としての成長が描かれている作品です。
　作品の中には数々の名言が出てきますが、中でも私
が感銘を受けているのが、「最後まで…希望を捨てちゃ
いかん、諦めたらそこで試合終了だよ」ということば

vol.
61

私の三つ星★★★

オ ス ス メ マンガ
『SLAM DUNK（スラムダンク）』

第11回理事会報告3月
2021年3月

>>

>>

>>

>>

>>

>>

>>

好評発売中

静岡県河津町まちのチカラ

理事長のたまり場訪問　大阪

食と健康 食事で上手に糖尿病予防

うちでも元気　体操＆脳トレ
終活講座　遺言書がないと困るケース①

2021 月号 380円

けんこう教室 依存症（下）

3

モモ
８歳

ミミ
７歳

全日本民医連理事会報告

44 期第 2 回評議員会報告

県連出向人事

決裁事項

　2021 年度県連一般会計について

　2021 年度卒業　看護奨学生配置について

　県連経営セミナー

協議事項

　莇昭三先生追悼行事　青森会場について

　統一会計基準推進士養成講座　受講予定者について

　県連学運交振り返り

　既卒医師対策　今後についての提案

　新型コロナウイルス対応について

全日本・地協関係報告

会務報告 / 各委員会・医師委員会報告など

手前がミミ ・奥がモモ、2匹は仲良し

無理して外に出た時のモモ

つかのファームの外観
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ご当選おめでとうございます！

※応募いただいた時点での所属部署名です
※当選順で掲載しています

1 等  3,000 円　2 名
成田 富子さん（津軽保健生協 本部 看護介護部）
本間 杏菜さん（あおもり協立病院 庶務課）

2 等  1,000 円　5 名
神 めぐみさん（青森民医連青森事務所）
三上 菜美さん（藤代薬局）
阿保 祥子さん（津軽保健生協 本部 看護介護部）
小田桐 徳子さん（黒石薬局）
笹森 厚子さん（藤代健生病院 第 4 病棟）

3 等  500 円　15 名
中村 光樹さん（藤代薬局）
成田 美奈子さん（青森民医連 青森事務所）
奈良岡 詩織さん（健生クリニック 事務長室）
町田 沙也香さん（健生病院 サポートセンター）
町田 環さん（藤代健生病院 栄養科）
高正 則幸さん（あおもり協立病院 臨床検査科）
三浦 真貴子さん（藤代健生病院 外来）
乗田 沙緒莉さん（ファルマ弘前薬局）
佐々木 悠人さん（健生病院 臨床支援課）

291号（2021年１月号）お年玉プレゼント応募用紙に記載いただいた皆様の「やりたいこと・行きたいところ」をご紹介します。

2021年やりたいこと・行きたいところ2021年やりたいこと・行きたいところ

盛岡にわんこそばを食べに行きたい！！
わんこそばに憧れるこどもたち。競争しながら思
いっきり食べて、大笑いしたい！！

心理学の勉強をしたいです。
昨今ストレスが多い世の中なので、対処方法を何か
少しも身につけられたらいいなと思っています。

共済の野球大会
はるか夢球場ではつらつと野球がしたいです。コロ
ナ禍で難しいかもしれましれませんが、「はるか夢」
が実現できるようコロナ終息に向けてやれる事を
していきたいです。

京都五社巡り
還暦だった昨年いくはずで
した。今年こそは参拝し、最
強の御朱印をゲットしたい
です。

久々にタイ古式マッサージを受けに行きたい
本当は現地に行きたいですが、今は外国に行けないの
で日本でがまんします。

整体ボディケアセラピスト資格の取得
自分自身の健康を維持し、家族等周囲の人達の
身体のケアに生かしたいと思ったためです。

ムキムキになりたい
自粛によってだらしなくなった体を金
子賢のように引締めたいから。

今回のお年玉には138通の応募を送っていただきました。なんと、昨年の約３倍！ありがとうございます。
県連機関紙編集委員による厳正な選考と抽選の結果、以下の 22 名の皆さんが当選となります。おめでとうございます。
皆さんから送っていただいたご意見・ご要望を、編集委員一同、参考と励みにしながら一層充実した紙面づくりに努めます。

プレゼント

宮腰 愛香さん（健生病院 臨床支援課）
福士 優子さん（津軽保健生協 ナーシングホームたまち）
高森 牧子さん（青森保健生活協同組合 組織部）
山本 浩司さん（藤代健生病院 作業療法科）
五十嵐 遥香さん（健生病院 放射線科）
三上 春佳さん（健生病院 臨床支援課）

弘前市→田舎館往復「ひとり30キロマラソン」
昨年はコロナ禍で県内のマラソン大会が全て中止でした。今年も、大会は無
いと覚悟しています。そこで単独で、自宅の弘前を出発して、田舎館村の「田
さ恋村」で美味しいものを食べて折り返す30キロコースを計画しています！

甥っ子の野球の試合。
コロナ禍で試合の中止が相次いでいる。

新婚旅行に行きたい。
コロナの影響で行けなかった。早く
一軒家をたてたい。

子ども（満3才）の七五三お参り＆記念写真
2020年（数えで3才）はコロナでできませんでしたが、今年はぜひや
りたい！写真館での撮影はうまれてから一度もやっていないので、七
五三だけでもきちんとした写真を残してあげたいと考えています。

子供の新居へ行きたい
コロナ感染で昨年は会えず。新居の引っ越しの手伝いへ
行けず。早く収束して、娘にも孫にも会いたい。
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